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平成３０年第４回安堵町議会定例会会議録 

（１日目） 

 

日時 平成３０年１２月４日（火）午前１０時 

場所 安堵町役場 議場 

 

１ 応招議員 １０名 

  １番 山岡  敏  ２番 淺野  勉 

  ３番 大星 成司  ４番 森田  瞳 

  ５番 島田 正芳  ６番 中本 幸一 

  ７番 松田 和代  ８番 岡田 裕明 

  ９番 田中 幹男 １０番 福井 保夫 

 

２ 出席議員 １０名 

 

３ 欠席議員 なし 

 

４ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

町 長 西本 安博 副 町 長 堀口 善友 

教 育 長 楮山 素伸   

事業部門理事 中野 彰宏   

総合政策課長 富井 文枝 総 務 課 長 吉村 良昭 

税 務 課 長 吉田 彰宏 住 民 課 長 辻井 弘至 

健 康 福 祉 課 長 岡田眞地子 人権同和対策課長 長岡  康 

農 政 課 長 寺田 充宏 産業建設課長 堀川 雅央 

上下水道課長 石橋 史生 教 育 次 長 吉田 一弘 

会 計 管 理 者

職 務 代 理 
溝本 貴宏   

 

５ 職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長  富士 青美   議会事務局係長  吉川 明宏 
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６ 会議事件は次のとおりである。 

 日 程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 会期の決定 

 第３ 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安堵町一般会計補正

予算（補正第６号）について） 

 第４ 報告第２号 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安堵町一般会計補正

予算（補正第７号）について） 

 第５ 議案第１号 安堵町福祉保健センター条例の一部を改正する条例について 

 第６ 議案第２号 安堵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所使用料徴収条例の一

部を改正する条例について 

 第７ 議案第３号 山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について 

 第８ 議案第４号 平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）について 

 第９ 議案第５号 平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）について 
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開 会 

午前１０時００分 

 

 

 

議長（森田 瞳） それでは、ただいまより平成３０年第４回安堵町議会定例会を開会いたします。 

  ただいまの出席議員は、１０人です。 

  定足数に達しておりますので、平成３０年第４回安堵町議会定例会を開会いたします。 

  西本町長より、招集の挨拶がございます。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。西本町長。 

 

町長（西本安博） はい。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） 皆さん、おはようございます。 

  今年も残り僅かとなり、これから何かと慌しくなってまいります。 

  そんな折、ようやく安堵町にも初冬の風情が漂ってまいりました。 

  さて、今年一年を振り返りますと、台風や地震などの自然災害が多く発生した年でもあり、

それらの災害により犠牲になられた方々や被害に遭われた方々に対し、心から御冥福をお祈

りし、またお見舞いを申し上げたいと思います。 

  さて、今年も町内９か所で行政運営報告会を開催させていただきました。 

  今回は、特に災害対策と避難体制に力点を置いた意見交換を行ったところです。住民の皆

様方の危機管理の高さを改めて認識し、更にきめの細かい対応を検討してまいりたい、この

ように考えているところでございます。 

  加えまして、今年は明治維新から１５０年の記念すべき年でもあります。 

  トーク安堵カルチャーセンターの文化講演会や明治大学でのシンポジウムなど、安堵町の

知の系譜を全国に発信させていただきました。 
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  明治大学でのシンポジウムにつきましては、議員の皆様方におかれましても参加をしてい

ただきまして、大変心強い思いをしているところでございます。 

  加えまして、植松三十里先生の執筆による小説「大和維新」が、新潮社から出版されたこ

とは特筆すべきことでございます。そのような折ではございますが、平成３０年第４回定例

会を招集いたしましたところ、議員の皆様におかれましては、公私共に御多忙のところ御出

席を賜り誠にありがとうございます。 

  それでは、本日提案させていただきます案件でございますが、平成３０年度補正予算の専

決処分の報告案件が２件、条例の一部改正、平成３０年度補正予算などの議案が５件、合計

７件でございます。 

  議員の皆様に御審議いただく前に、順を追って案件の概略を申し述べます。 

  報告第１号は、台風第２１号の被害により早急に施設改修及び修繕を行う必要が生じたた

め、専決処分をいたしました、平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第６号）の承認

を求めるものでございます。 

  報告第２号は、トーク安堵カルチャーセンターにおいて早急に補修工事を行う必要が生じ

たため、専決処分をさせていただきました、平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第

７号）の承認を求めるものでございます。 

  議案第１号は、安堵町福祉保健センターの施設について、使用料を徴収するための「安堵

町福祉保健センター条例の一部を改正する条例について」でございます。 

  次に、議案第２号は、未婚のひとり親を寡婦等とみなす特例及び都道府県から指定都市へ

の税源移譲に伴う特例に対応するための「安堵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業所使用料徴収条例の一部を改正する条例について」でございます。 

  次に、議案第３号は、「山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について」でござい

ます。地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

  議案第４号「平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）について」は、平成３

０年度新規採用職員を含む、異動に伴う人件費の財源更正と会計年度任用職員制度に対応し

た例規整備委託費、平成３１年４月７日執行予定の県知事・県議会議員選挙準備に係る経費、

地方税共通納税システムの電子申告等に対応するための基幹システムの改修費、障害者地域

生活支援事業の増加に伴う経費、旧庁舎跡地の埋設物撤去整備費及び岡崎地区道路整備費の

ための増額補正でございます。 

  次に、議案第５号「平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）につ

いて」は、人件費が増加したための補正でございます。 
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  以上、簡単に説明をいたしましたが、詳細はその都度、担当課長より説明をさせますので、

御審議、御承認、御可決を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりましての御挨拶とさ

せていただきます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

（西本町長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） 挨拶が終わりました。 

  本日の議事は、お手元に配付しております議事日程に従い進めてまいります。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、安堵町議会会議規則第１２０条の規定により、１番 山岡

敏議員、２番 淺野勉議員を指名いたします。 

  両議員には会期中、よろしくお願いをいたします。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から１２月１４日までの１１日間にしたいと思います。 

  これに、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 異議なしと認めます。 

  本定例会の会期は、本日から１２月１４日までの１１日間とすることに決定いたしました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 日程第３ 報告第１号「専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安

堵町一般会計補正予算（補正第６号）について）」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。富井総合政策課長。 
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総合政策課長（富井文枝） はい。 

 

（富井総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（富井文枝） おはようございます。総合政策課 富井でございます。 

  どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  それでは、報告第１号「専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安堵町一般

会計補正予算（補正第６号）について）」御説明させていただきます。 

  今回の補正につきましては、一つ目といたしまして、９月４日に発生をいたしました台風

２１号の暴風雨により、町施設におきまして雨漏り及び破損等の被害が生じ、早急に予算措

置し対応する必要があるため係る経費の増額補正でございます。 

  今回、改修施設箇所といたしましては、福祉保健センターの雨漏り、そして所長室及び食

堂前花壇撤去と外壁コーキング打ち替え工事、改良住宅の外向構造物、雨戸、ベランダ等の

破損に伴う修繕工事及びトーク安堵カルチャーセンター防水シートの改修工事、安堵小学校

の駐輪場屋根の破損に伴う改修工事でございます。 

  二つ目といたしましては、平成３１年度に改正予定の福祉医療制度における未就学児の医

療費助成のシステム改修が必要とされ、関連の外部機関とのテスト等も一定期間を要するた

め、早急に予算措置し処理する必要が生じましたので、係る経費の増額補正でございます。 

  なお、専決日におきましては破損被害状況等、必要経費が確定をいたしました９月２１日

とさせていただきました。 

  また、福祉医療システムの改修につきましても、ガイドラインが県より示され、システム

改修の使用が確定をいたしました同日とさせていただきました。 

  本補正につきましては、歳入歳出それぞれ８１５万１，０００円を増額し、歳入歳出総額

を３７億３，７９０万６，０００円とさせていただきました。 

  それでは、詳細を補正予算書により説明をさせていただきます。 

  補正予算書９ページ、１０ページをお開きください。歳出についてでございます。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費におきまして、施設改修工事費といたしまして１，６２

０千円の増額補正でございます。 

  次に、福祉医療改修委託料として１，６７４千円の増額補正でございます。 

  こちらは、県費２分の１補助、残りを繰越金で充当いたします。 

  続きまして、７款 土木費、４項 住宅費におきまして、改良住宅改修工事費として３，

９７１千円増額補正でございます。 

  ９款 教育費、１項 教育総務費におきまして、トーク安堵カルチャーセンター施設改修

工事費として６４８千円の増額補正でございます。 

  ２項 小学校費におきまして、駐輪場屋根改修費として２３８千円の増額補正でございま

す。 

  この財源といたしまして、１ページ戻っていただきまして７ページ、８ページをお願いい

たします。 
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  歳入についてでございます。 

  １４款 県支出金、２項 県補助金におきまして、福祉医療電算システム整備費補助金と

して８３７千円の増額補正でございます。 

  次に、１７款 繰越金、１項 繰越金で、７，３１４千円を増額補正し充当させていただ

きます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 

 

  報告第１号 

 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安堵町一般会計補正

予算（補正第６号）について） 

 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、平成３０

年度安堵町一般会計補正予算（補正第６号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定により、これを報告し議会の承認を求める。 

 

  平成３０年１２月４日報告 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 次に、専決処分書を朗読させていただきます。 

  次のページをお願いいたします。 

 

 

専決処分書 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、平成３０

年度安堵町一般会計補正予算（補正第６号）を別紙のとおり専決処分する。 

 

  平成３０年９月２１日専決 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 続きまして、補正予算書１ページをお願いいたします。 
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平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第６号） 

 

  平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第６号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８，１５１千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３，７３７，９０６千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第一表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成３０年９月２１日専決 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 次のページ、２ページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正、歳入の部。 

  １４款 県支出金、２項 県補助金、補正前の額４２，７０５千円、補正額８３７千円、

計４３，５４２千円。 

  １７款 繰越金、１項 繰越金、補正前の額１４４，１０４千円、補正額７，３１４千円、

計１５１，４１８千円。 

  歳入合計、補正前の額３，７２９，７５５千円、補正額８，１５１千円、計３，７３７，

９０６千円。 

  続きまして、３ページをお願いいたします。歳出の部。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費、補正前の額５８７，５８９千円、補正額３，２９４千

円、計５９０，８８３千円。 

  ７款 土木費、４項 住宅費、補正前の額４１，０７９千円、補正額３，９７１千円、計

４５，０５０千円。 

  ９款 教育費、１項 教育総務費、補正前の額１１８，７４３千円、補正額６４８千円、

計１１９，３９１千円。 

  ２項 小学校費、補正前の額３９，０６４千円、補正額２３８千円、計３９，３０２千円。 

  歳出合計、補正前の額３，７２９，７５５千円、補正額８，１５１千円、計３，７３７，

９０６千円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複をいたしますので割

愛をさせていただきます。 

  御審議、御承認のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（富井総合政策課長 降壇） 
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議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 

  討論を省略して、採決いたします。 

  これより、報告第１号を採決します。 

  本案を原案のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 異議なしと認めます。 

  よって、報告第１号は原案のとおり承認されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 日程第４ 報告第２号「専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安

堵町一般会計補正予算（補正第７号）について）」を議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。富井総合政策課長。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい。 

 

（富井総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（富井文枝） それでは、報告第２号「専決処分の承認を求めることについて（平成３

０年度安堵町一般会計補正予算（補正第７号）について）」御説明させていただきます。 

  平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第７号）について、今回の補正理由につきま

しては、トーク安堵カルチャーセンター北西側外壁のレンガの剥がれが、建物定期検査時に

確認をされ、広範囲にわたり崩れ落ちる危険性があるため、早急に予算措置し対応する必要

が生じましたので、係る経費の増額補正でございます。 

  なお、専決日につきましては、状況を把握いたしました１１月５日とさせていただきまし

た。 
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  本補正につきましては、歳入歳出それぞれ６２万１，０００円を増額し、歳入歳出総額を

３７億３，８５２万７，０００円といたします。 

  それでは、詳細を補正予算書により、御説明をさせていただきます。 

  補正予算書９ページ、１０ページを御覧ください。 

  歳出についてでございます。 

  ９款 教育費、１項 教育総務費におきまして、トーク安堵カルチャーセンター施設改修

工事費として６２１千円の増額補正でございます。 

  この財源といたしまして、１ページ戻っていただき、７ページ、８ページをお願いいたし

ます。 

  １７款 繰越金、１項 繰越金で、６２１千円を増額補正し充当させていただきます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 

 

  報告第２号 

 専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度安堵町一般会計補正

予算（補正第７号）について） 

 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、平成３０

年度安堵町一般会計補正予算（補正第７号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定により、これを報告し議会の承認を求める。 

 

  平成３０年１２月４日報告 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 次に、専決処分書を朗読させていただきます。 

  次のページをお願いいたします。 

 

 

専決処分書 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、平成３０

年度安堵町一般会計補正予算（補正第７号）を別紙のとおり専決処分する。 

 

  平成３０年１１月５日専決 

安堵町長 西本 安博 
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総合政策課長（富井文枝） 続きまして、補正予算書１ページをお願いいたします。 

 

 

平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第７号） 

 

  平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第７号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６２１千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３，７３８，５２７千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第一表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成３０年１１月５日専決 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 次のページ、２ページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正、歳入の部。 

  １７款 繰越金、１項 繰越金、補正前の額１５１，４１８千円、補正額６２１千円、計

１５２，０３９千円。 

  歳入合計、補正前の額３，７３７，９０６千円、補正額６２１千円、計３，７３８，５２

７千円。 

  続きまして、３ページをお願いいたします。歳出の部。 

  ９款 教育費、１項 教育総務費、補正前の額１１９，３９１千円、補正額６２１千円、

計１２０，０１２千円。 

  歳出合計、補正前の額３，７３７，９０６千円、補正額６２１千円、計３，７３８，５２

７千円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複をいたしますので割

愛をさせていただきます。 

  御審議、御承認のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（富井総合政策課長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 

  討論を省略して採決いたします。 

  これより、報告第２号を採決します。 

  本案を原案のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 異議なしと認めます。 

  よって、報告第２号は原案のとおり承認されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 日程第５ 議案第１号「安堵町福祉保健センター条例の一部を改正する条例につ

いて」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

健康福祉課長（岡田眞地子） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。岡田健康福祉課長。 

 

（岡田健康福祉課長 登壇） 

 

健康福祉課長（岡田眞地子） おはようございます。健康福祉課 岡田です。 

  どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第１号「安堵町福祉保健センター条例の一部を改正する条例について」を

御説明させていただきます。 

  公の施設の運営等の行政サービスの提供には、光熱水費、維持管理等に多くの経費が掛か

ります。 

  これらの経費について、受益者が応分の対価を負担することで、行政サービスを利用する

人と利用しない人との負担の公平性を確保するため、安堵町福祉保健センター条例の一部改

正を行うものであります。 
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  内容といたしましては、安堵町福祉保健センター施設利用料の徴収のための事項、条例改

正に伴う所要の規定の整備、条ずれによる改正及び第６条関係、利用料別表の追加でござい

ます。 

  施行日は、平成３１年４月１日でございます。 

  それでは、議案書４枚目をめくっていただけますか、新旧対照表を御覧ください。 

  下線部分につきまして、条例中の「承認」を「許可」に改めます。 

  第２条第３号中、「その他」を削り、同条に次の一語を加えます。 

  （４）その他町長が必要と認める事業 

  第３条第１項中の「センターの」の次に、「別表に定める」を加え、次のページ１枚めく

っていただいて、同条第２項に、次の一号を加えます。 

  （５）営利を目的として使用するとき。 

  もう１枚めくっていただきまして、第６条を第１１条とし、第５条を第１０条とし、１枚

戻っていただきまして、第４条の次に、次の５条を加えます。 

  （権利の譲渡等の禁止） 

  第５条 第３条第１項の規定による許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、使用

権を譲渡し、もしくは他人に使用させ、または目的以外に使用してはならない。 

  （使用料） 

  第６条 全ての使用者は、別表に定める額の使用料を前納しなければならない。 

  （使用料の免除） 

  第７条 町長は、規則で定める特別の理由があると認めるときは、前条の使用料を減額し、

または免除することができる。 

  （使用料の返還） 

  第８条 既納の使用料は、返還しない。ただし、規則で定める特別な理由があるときは、

その使用料の全部または一部を返還することができる。 

  めくっていただきまして。 

  （原状回復義務） 

  第９条 使用者は、センター使用を終了したとき、または第４条の規定による処分を受け

たときは、直ちに、原状に回復しなければならない。 

  附則の次に、次の別表を加えます。 

  めくっていただきまして。 

  別表（第６条関係） 

  施設及び使用料 
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  施設時間区分は、午前は９時から１２時、午後は１３時から１７時、全日は９時から１７

時の区分で読み上げます。単位は円でございます。 

  視 聴 覚 室 ４，０００／６，０００／１０，０００ 

  小 会 議 室   ８００／１，５００／ ２，３００ 

  集 会 室 （ 和 室 ） １，５００／１，８００／ ３，３００ 

  運動指導室（会議室） １，５００／１，８００／ ３，３００ 

  栄 養 指 導 室 ４，５００／５，０００／ ９，５００ 

  備考 安堵町の住民以外の者が使用する場合は、上記区分の１００分の１３０に相当する

額とする、とします。 

  それでは、一番最初の議案書を朗読いたします。 

 

 

  議案第１号 

安堵町福祉保健センター条例の一部を改正する条例について 

 

  安堵町福祉保健センター条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

健康福祉課長（岡田眞地子） めくっていただきまして、ページ１。 

  安堵町福祉保健センター条例の一部を改正する条例の条文につきましては、先ほど説明さ

せていただきましたので割愛させていただきます。 

  それでは、よろしく、御審議、御可決、賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

 

（岡田健康福祉課長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 
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  ただいま、議題となっております議案第１号は、文教厚生常任委員会に付託することとし

たいと思います。 

  これに、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 異議なしと認めます。 

  議案第１号は、文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 日程第６ 議案第２号「安堵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所使

用料徴収条例の一部を改正する条例について」を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（辻井弘至） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。辻井住民課長。 

 

（辻井住民課長 登壇） 

 

住民課長（辻井弘至） おはようございます。住民課の辻井です。 

  どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第２号「安堵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所使用料徴収

条例の一部を改正する条例について」を御説明させていただきます。 

  本改正につきましては、子ども・子育て支援法施行令の一部を改正する政令（平成３０年

政令第２４９号）の施行に伴う未婚のひとり親を寡婦等とみなす特例及び都道府県から指定

都市への税源移譲に伴い、その特例に対応するため当該条例についての所要の改正を行うも

のでございます。 

  それでは、議案書、新旧対照表１ページをお願いいたします。 

  別表１（第３条関係）で、１号認定子ども使用料徴収額の階層区分第２のところでござい

ますが、第１階層及び第３～８階層を除き、「当該年度（４月から８月までの間にあたって

は、前年度）の市町村民税非課税世帯」と現行なっておりますが、改正後につきましては、
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市町村民税非課税世帯のその後ろに、「所得割非課税世帯を含む」という文言を付け加えさ

せていただきました。 

  続きまして、新旧対照表２ページ、３ページをお願いいたします。 

  改正につきまして、１、２のところでございますが、未婚のひとり親を寡婦等とみなす特

例の所得割を課さない者の範囲、また市町村民税を課さない者の範囲の規定を追加させてい

ただきました。それによりまして、現行、１、２という形になっておりましたが、１、２を

３、４と改めさせていただいております。 

  別表２につきましても、６ページにつきましても、改正後、１、２を付け加えさせていた

だきまして、現行の１、２が３、４という形に改めさせていただきました。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 

 

  議案第２号 

 安堵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所使用料徴収条例の一

部を改正する条例について 

 

  安堵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所使用料徴収条例の一部を改正す

る条例を別紙のとおり提出する。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

住民課長（辻井弘至） 次のページ以降の本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので

割愛させていただきます。御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（辻井住民課長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 



17 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 

  ただいま、議題となっております議案第２号は、文教厚生常任委員会に付託することにし

たいと思います。 

  これに、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 異議なしと認めます。 

  議案第２号は、文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 日程第７ 議案第３号「山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について」

を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（辻井弘至） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。辻井住民課長。 

 

（辻井住民課長 登壇） 

 

住民課長（辻井弘至） 住民課の辻井です。よろしくお願いします。 

  それでは、議案第３号「山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について」を御説明

させていただきます。 

  本規約の変更につきましては、山辺・県北西部広域環境衛生組合に参加している市町村に

おいて、規約第３条に規定している共同処理する事務の区分に変更が出たため、地方自治法

第２９０条の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  詳細につきましては、新旧対照表１ページを御覧ください。 

  第３条の組合の共同処理する事務につきまして、現行、第３条の第２項の表でございます

が、現行、可燃ごみに関する事務、不燃ごみ及び粗大ごみに関する事務、資源ごみに関する

事務がございました。一番上の可燃ごみに関する事務につきましては、設立当初から１０市

町村で事務を行うということでございました。改正につきましても、そのままでございます。 
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  中段、２段目でございますが、不燃ごみ及び粗大ごみに関する事務につきましては、現行、

天理市、山添村、安堵町、川西町、三宅町、上牧町及び広陵町の１市５町１村の７市町村で

行うとなっておりました。 

  続いて、現行の資源ごみに関する事務でございます。 

  当初、天理市、安堵町、川西町、三宅町、上牧町及び広陵町の１市５町の６市町村でござ

いましたが、今回、改正につきまして、資源ごみに関する事務でございますが、当初、山添

村さんがその事務の処理に御参加しておられませんでしたが、今回、その資源ごみの方にも

参加したいという、事務の処理に入りたいということでございましたので、改正後につきま

しては、不燃ごみ、粗大ごみ及び資源ごみに関する事務、これを一本にさせていただきまし

て、団体としましては、天理市、山添村、安堵町、川西町、三宅町、上牧町及び広陵町の１

市５町１村、７市町村で行うものでございます。 

  それでは、議案書の方、朗読をさせていただきます。 

 

 

  議案第３号 

山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について 

 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定に基づき山辺・県北

西部広域環境衛生組合規約を別紙のとおり変更することについて、同法第２９０条の規

定により、議会の議決を求める。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

住民課長（辻井弘至） 次のページ以降は、先ほどの説明と重複いたしますので割愛させていただき

ます。御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（辻井住民課長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 

  ただいま、議題となっております議案第３号は、総務産業建設常任委員会に付託すること

にしたいと考えます。 

  これに、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 異議なしと認めます。 

  議案第３号は、総務産業建設常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） なお、本常任委員会の後ですね、議員全員によります勉強会、これは今後の分別

の課題、そしてまた一般ごみの積み替え所、この件につきまして、更に認識を深めてまいり

たいと思いますので、勉強会に切り替えて実施していきたいと思います。 

  この件につきまして、よろしゅうございますか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） はい。なお、そういうことでございますので、関係所属長の御出席の方にも、ま

た要請いたしますのでお含みおきください。よろしくお願いいたします。 

  ただいま、１０時４０分でございますので、１０分間休憩、５０分に再開を予定したいと

思います。 

  一旦、休憩いたします。 

 

 

 

休 憩（午前１０時４０分） 

再 開（午前１０時５０分） 
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議長（森田 瞳） 引き続き、再開いたします。 

  日程第８ 議案第４号「平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）について」

を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。富井総合政策課長。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい。 

 

（富井総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（富井文枝） 総合政策課 富井でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第４号「平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）について」

御説明させていただきます。 

  補正理由につきましては、一つ目といたしまして、平成３０年度新規採用を含む人事異動

に伴う人件費の増及び財源更正と、それに伴う下水道特別会計への繰出金を増額補正するも

のでございます。 

  二つ目といたしましては、平成３２年度の施行の会計年度任用職員制度に伴い、早急に対

応が必要の例規整備委託に係る必要経費を増額補正するものでございます。 

  三つ目といたしましては、平成３１年１０月から運用が開始される地方税共通納税システ

ムの構築に伴い、平成３１年４月からはシステム間での連携テスト期間となるため、対応す

る安堵町の基幹システムにおいて今年度中に改修することが求められておりますので、係る

必要経費を増額補正するものでございます。 

  四つ目といたしましては、地方選挙の選挙日を平成３１年４月７日とする臨時特例に関す

る法律案が１１月９日、閣議決定をされたことによりまして、奈良県知事及び奈良県議会議

員選挙事務のため、係る必要経費を増額補正するものでございます。 

  五つ目といたしましては、障害者地域生活支援事業の給付の増加に伴い、当初予算額を上

回るため、係る経費を増額補正するものでございます。 

  六つ目といたしまして、旧庁舎跡地埋設物撤去整備費、岡崎地区道路整備に伴う必要経費

の増額補正でございます。 
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  現在、進めております文化観光館建設予定地旧庁舎跡地におきまして、平地となったコン

クリート内部に旧庁舎の基礎部分が埋設されたままとなっていたため、工事に支障となりま

すので撤去作業が必要となりました。 

  また、岡崎地区におきましても浸水対策等のための道路高低の調整等を含む道路整備でご

ざいます。 

  また、次に歳入につきましては、地方道路整備事業及び歴史文化・観光ゾーン拠点整備事

業として、町債の増額補正と地方債の限度額補正でございます。 

  本補正につきましては、歳入歳出それぞれ７，３３７万４，０００円を増額し、歳入歳出

総額を３８億１，１９０万１，０００円とさせていただきます。 

  それでは、詳細につきまして、補正予算書により御説明をさせていただきます。 

  補正予算書の１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

  歳出についてでございます。 

  １款 議会費、１項 議会費におきまして、人件費として、計８，９７６千円の増額補正

でございます。 

  ２款 総務費、１項 総務管理費におきまして、人件費として、マイナスの１９，３５０

千円の減額と平成３２年度施行に伴う会計年度再任用制度対応の例規整備委託料としまして、

３２４千円の増額で、計△１９，０２６千円の減額補正でございます。 

  次に、１４ページ、１５ページを御覧ください。 

  ２項 徴税費におきまして、地方税共通納税システムの構築に伴う基幹システム改修費と

して、２，５９２千円の増額補正でございます。 

  ４項 選挙費、３目 知事・県議会議員選挙費におきまして、ポスター掲示板設置経費と

して、委託料７５９千円及び諸経費として需要費５４８千円、役務費６２７千円、その他人

件費を合わせまして、計３，３３６千円の増額補正でございます。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費におきまして、地域生活支援事業費委託料として１，５

３０万円の増額補正でございます。 

  ２項 児童福祉費におきまして、人件費として１，７３５千円の増額補正でございます。 

  １６ページ、１７ページを御覧ください。 

  ４款 衛生費、２項 清掃費におきまして、人件費として計７，９３２千円の増額補正で

ございます。 

  ５款 農林水産業費、１項 農業費におきまして、人件費といたしまして計３，３４２千

円の増額補正でございます。 

  次のページ、１８ページ、１９ページをお願いいたします。 

  町単農道整備事業としまして、３２，５００千円の増額補正でございます。 
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  この財源といたしましては、地方道路整備事業債を活用し、残り財政調整基金を繰り入れ、

繰越金を充てさせていただきます。 

  ７款 土木費、１項 土木管理費におきまして、人件費として計７，５３０千円の増額補

正でございます。 

  ２項 道路橋梁費におきましては、施設整備工事費として１９，５００千円の増額補正で

ございます。 

  この財源といたしまして、地域活性化債を活用し充てさせていただきます。 

  ３項 都市計画費におきましては、人件費として、下水道事業特別会計繰出金として３，

４２７千円の増額補正でございます。 

  これら財源といたしまして、８ページ、９ページへお戻りください。 

  歳入でございます。 

  １３款 国庫支出金、２項 国庫補助金におきまして、地域生活支援事業等補助金として

７５１千円の増額補正でございます。 

  １４款 県支出金、２項 県補助金におきまして、地域生活支援事業等補助金として３７

５千円の増額補正でございます。 

  ３項 委託金におきまして、知事・県議会議員選挙委託金として３，３３６千円の増額補

正でございます。 

  次に、１７款 繰越金、１項 繰越金におきまして、繰越金として２１，４１２千円の増

額補正でございます。 

  続いて、１０ページ、１１ページを御覧ください。 

  １９款 町債、１項 町債におきまして、地方道路等整備事業債として２７，０００千円

の増額補正、地域活性化事業債として１７，５００千円の増額補正でございます。 

  最後に、２０款 繰入金、１項 基金繰入金におきまして、３，０００千円を財政調整基

金から繰り入れ、活用する増額補正でございます。 

  従いまして、４ページまでお戻りください。 

  第二表 地方債補正でございます。 

  地方道路整備事業債として起債目的の限度額を８１，０００千円から補正後、１０８，０

００千円に、次の歴史文化・観光ゾーン拠点整備事業として起債目的の限度額を１５０，６

００千円から補正後、１６８，１００千円にそれぞれ変更いたします。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 

 

  議案第４号 
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平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）について 

 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、平成３０

年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）を、別紙のとおり提出する。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 続きまして、補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 

 

  議案第４号 

平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号） 

 

  平成３０年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７３，３７４千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，８１１，９０１千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第一表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第二表 地方債補正」による。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

総合政策課長（富井文枝） 補正予算書２ページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正、歳入の部。 

  １３款 国庫支出金、２項 国庫補助金、補正前の額９０，３３９千円、補正額７５１千

円、計９１，０９０千円。 
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  １４款 県支出金、２項 県補助金、補正前の額４３，５４２千円、補正額３７５千円、

計４３，９１７千円。 

  １７款 繰越金、１項 繰越金、補正前の額１５２，０３９千円、補正額２１，４１２千

円、計１７３，４５１千円。 

  １９款 町債、１項 町債、補正前の額５０８，２１７千円、補正額４４，５００千円、

計５５２，７１７千円。 

  ２０款 繰入金、１項 基金繰入金、補正前の額３６７，３７０千円、補正額３，０００

千円、計３７０，３７０千円。 

  歳入合計、補正前の額３，７３８，５２７千円、補正額７３，３７４千円、計３，８１１，

９０１千円。 

  続きまして、３ページをお願いいたします。歳出の部。 

  １款 議会費、１項 議会費、補正前の額６８，６８７千円、補正額８，９７６千円、計

７７，６６３千円。 

  ２款 総務費、１項 総務管理費、補正前の額４９４，３１０千円、補正額△１９，０２

６千円、計４７５，２８４千円。 

  ２項 徴税費、補正前の額６３，８１２千円、補正額２，５９２千円、計６６，４０４千

円。 

  ４項 選挙費、補正前の額６，７３９千円、補正額３，３３６千円、計１０，０７５千円。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費、補正前の額５９０，８８３千円、補正額１，５３０千

円、計５９２、４１３千円。 

  ２項 児童福祉費、補正前の額２９４，２７１千円、補正額１，７３５千円、計２９６，

００６千円。 

  ４款 衛生費、１項 清掃費、補正前の額２５９，１０６千円、補正額７，９３２千円、

計２６７，０３８千円。 

  ５款 農林水産業費、１項 農業費、補正前の額１６９，１１８千円、補正額３５，８４

２千円、計２０４，９６０千円。 

  ７款 土木費、１項 土木管理費、補正前の額２６１，４５２千円、補正額７，５３０千

円、計２６８，９８２千円。 

  ２項 道路橋梁費、補正前の額２５２，８９５千円、補正額１９，５００千円、計２７２，

３９５千円。 

  ３項 都市計画費、補正前の額１８９，３１５千円、補正額３，４２７千円、計１９２，

７４２千円。 
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  歳出合計、補正前の額３，７３８，５２７千円、補正額７３，３７４千円、計３，８１１，

９０１千円。 

  次のページ以降の第二表 地方債補正及び事項別明細書につきましては、先ほどの説明と

重複をいたしますので割愛をさせていただきます。以上でございます。 

  御審議、御可決のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（富井総合政策課長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、御起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（森田 瞳） 起立、全員です。 

  お座りください。 

  よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  
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議長（森田 瞳） 日程第９ 議案第５号「平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正

第２号）について」を議題といたします。 

  本案につきまして、提案理由の説明を求めます。 

 

上下水道課長（石橋史生） はい、議長。 

 

議長（森田 瞳） はい。石橋上下水道課長。 

 

（石橋上下水道課長 登壇） 

 

上下水道課長（石橋史生） 改めまして、おはようございます。上下水道課 石橋でございます。 

  どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第５号「平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）

について」を御説明させていただきます。 

  本補正につきましては、人件費の増により、給料、職員手当及び退職手当組合負担金につ

いて増額するもので、併せてその財源となる一般会計繰入金についても増額補正するもので

ございます。 

  それでは、詳細につきまして、補正予算書により御説明させていただきます。 

  補正予算書の９ページ、１０ページをお願いいたします。歳出の部。 

  １款 下水道事業費、１項 下水道費におきまして、退職手当組合負担金として４００千

円を。 

  同款、２項 下水道建設費におきまして、給料、職員手当、共済費として３，０２７千円

を増額補正するものでございます。 

  この財源といたしまして、ページを戻っていただいて７ページ、８ページをお願いいたし

ます。歳入の部。 

  ４款 繰入金、１項 一般会計繰入金におきまして、３，４２７千円を増額補正するもの

でございます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 

 

  議案第５号 

 平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）について 
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  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、平成３０

年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）を、別紙のとおり提出する。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

上下水道課長（石橋史生） 続きまして、補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 

 

  議案第５号 

平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号） 

 

  平成３０年度安堵町下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，４２７千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３２３，２２７千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第一表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成３０年１２月４日提出 

安堵町長 西本 安博 

 

 

上下水道課長（石橋史生） ２ページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正、歳入。 

  ４款 繰入金、１項 一般会計繰入金、補正前の額１６２，１５９千円、補正額３，４２

７千円、計１６５，５８６千円。 

  歳入合計、補正前の額３１９，８００千円、補正額３，４２７千円、計３２３，２２７千

円。 

  続きまして、３ページをお願いいたします。歳出。 
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  １款 下水道事業費、１項 下水道費、補正前の額４５，３９０千円、補正額４００千円、

計４５，７９０千円。 

  同款、２項 下水道建設費、補正前の額１０４，２４２千円、補正額３，０２７千円、計

１０７，２６９千円。 

  歳出合計、補正前の額３１９，８００千円、補正額３，４２７千円、計３２３，２２７千

円。 

  次ページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛さ

せていただきます。 

  御審議、御可決のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（石橋上下水道課長 降壇） 

 

議長（森田 瞳） これより、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論ございませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（森田 瞳） 討論なしと認めます。 

  これにより、議案第５号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、御起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（森田 瞳） 起立、全員です。 

  お座りください。 

  よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 
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 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（森田 瞳） 以上で本日の日程は、全部終了いたしました。 

  次の本会議は１２月５日、午前１０時開会で、一般質問を予定しております。 

  本日は、これで散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

 

 

散 会 

午前１１時１５分 
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